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ピクテ・ジャパン株式会社 
 

東京都千代田区丸の内2-6-1 
お問い合わせ窓口 
投資信託営業部 

電話番号 03-3212-1805 
受付時間：委託者の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページ：www.pictet.co.jp 

  

ピクテ･プレミアム・ 
ブランド・ファンド 

(３ヵ月決算型) 
 
 

運用報告書(全体版) 
 

第71期(決算日：2024年２月13日) 
 

第72期(決算日：2024年５月10日) 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、「ピクテ･プレミアム・ブランド・ファ

ンド(３ヵ月決算型)」は、2024年５月10日に

第72期の決算を行いましたので、第71期か

ら第72期までの運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますよう

お願い申し上げます。 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。  
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2006年６月30日（当初設定日）から無期限です。 

運 用 方 針 
信託財産の成長を図ることを目的として積極
的な運用を行うことを基本とします。 

主 要投資 対象 

当ファンド 
ピクテ・プレミアム・ブランド・
マザーファンド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

世界のプレミアム・ブランド企
業の株式 

運 用 方 法 

① マザーファンド受益証券への投資を通じ
て、主として世界のプレミアム・ブランド
企業※の株式に投資します。 
※プレミアム・ブランド企業とは、流行を創造す
るデザインや最高品質などに基づくブランド力
により、消費者に幸福感、優越感などの感情を
もたらすことができる商品・サービス（プレミ
アム・ブランド商品・サービス）を提供してい
る企業を指します。プレミアム・ブランドは、
選ばれた企業のみが有するブランド力であり、
一般的にプレミアム・ブランド商品・サービス
は高価格でも消費者に受入れられています。 

② 実質組入外貨建資産については、原則とし
て為替ヘッジを行いません。ただし、為替
ヘッジが必要と判断した場合は為替ヘッジ
を行うことがあります。 

主 な投資 制限 

当ファンド 

①株式への実質投資割合には
制限を設けません。ただし、
未上場株式および未登録株
式への実質投資割合は、信託
財産の純資産総額の10％以
内とします。 

②同一銘柄の株式への実質投
資割合は、信託財産の純資産
総額の10％以内とします。 

③外貨建資産への実質投資割
合には制限を設けません。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

①株式への投資割合には制限を
設けません。ただし、未上場
株式および未登録株式への投
資割合は、信託財産の純資産
総額の10％以内とします。 

②同一銘柄の株式への投資割
合は、信託財産の純資産総額
の10％以内とします。 

③外貨建資産への投資割合に
は制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき
分配を行います。 
①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分
を含めた利子・配当等収益と売買益（評価
益を含みます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、基準価額の水準および市
況動向等を勘案して委託者が決定します。
ただし、分配対象額が少額の場合には、分
配を行わないこともあります。 

③留保益の運用については、特に制限を設け
ず、委託者の判断に基づき、元本部分と同
一の運用を行います。 

 



品 名：90042_140020_072_03_ピクテ・プレミアム・ブランド・ファンド(３ヵ月決算型)_1014532.docx 

日 時：2024/6/19 14:44:00 

ページ：1 
 

－ 1 － 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

63期(2022年２月10日) 21,721 50 △ 3.2 39,008 △ 5.7 98.6 37,865 

64期(2022年５月10日) 19,163 50 △11.5 33,774 △13.4 95.3 33,451 

65期(2022年８月10日) 21,255 50 11.2 38,071 12.7 95.9 36,841 

66期(2022年11月10日) 20,813 50 △ 1.8 34,429 △ 9.6 96.5 35,164 

67期(2023年２月10日) 22,591 50 8.8 36,052 4.7 98.2 35,962 

68期(2023年５月10日) 23,834 50 5.7 37,260 3.3 98.1 37,485 

69期(2023年８月10日) 25,043 50 5.3 43,638 17.1 97.8 43,132 

70期(2023年11月10日) 24,683 50 △ 1.2 43,294 △ 0.8 98.0 43,032 

71期(2024年２月13日) 26,989 50 9.5 48,740 12.6 97.9 45,262 

72期(2024年５月10日) 27,865 50 3.4 51,126 4.9 97.6 45,126 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は、実質比率を記載しています。 

（注） 参考指数は、MSCI世界一般消費財・サービス指数を委託者が円換算し、設定日（2006年６月30日）を10,000として指数化したものです。

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

第71期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2023年11月10日 24,683 － 43,294 － 98.0 

11月末 24,876 0.8 44,325 2.4 97.7 

12月末 25,089 1.6 45,127 4.2 96.7 

2024年１月末 26,083 5.7 46,486 7.4 97.7 

(期  末)      

2024年２月13日 27,039 9.5 48,740 12.6 97.9 

第72期 

(期  首)      

2024年２月13日 26,989 － 48,740 － 97.9 

２月末 28,187 4.4 50,130 2.9 97.9 

３月末 28,187 4.4 51,067 4.8 97.5 

４月末 28,125 4.2 51,329 5.3 96.3 

(期  末)      

2024年５月10日 27,915 3.4 51,126 4.9 97.6 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は各期首比です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は、実質比率を記載しています。 

（注） 参考指数は、MSCI世界一般消費財・サービス指数を委託者が円換算し、設定日（2006年６月30日）を10,000として指数化したものです。

 

MSCI世界一般消費財・サービス指数は、MSCI Inc.が開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCI Inc.

に帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 
   



品 名：90042_140020_072_03_ピクテ・プレミアム・ブランド・ファンド(３ヵ月決算型)_1014532.docx 

日 時：2024/6/19 14:44:00 

ページ：2 
 

－ 2 － 

○当作成期中の運用状況と今後の運用方針 (2023年11月11日～2024年５月10日) 

 

当作成期の分配金再投資基準価額※は、13.3％の上昇となりました。 
※ 「分配金再投資基準価額」は、購入時手数料等を考慮せず、税引前分配金を再投資した場合の評価額を表します。以下同じ。 

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、作成期首（2023年11月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 参考指数は、MSCI世界一般消費財・サービス指数を委託者が円換算したものです。 

 

◇主な変動要因 

上昇↑・実質的に組入れている、アメリカン・エキスプレス（米国、金融サービス）やヒルトン・ワールドワ

イド・ホールディングス（米国、消費者サービス）などの株価が上昇したこと 

上昇↑・円に対して米ドルやユーロなどが上昇したこと 

 

  

基準価額等の推移 
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・世界の株式市場は、当作成期初の2023年11月以降は、米国、欧州でのインフレ圧力の鈍化などから利上げ終

了観測が強まり、欧米長期金利の低下や欧米企業の良好な決算内容なども背景に上昇傾向となりました。米

国経済への警戒感が後退し、欧州での景気停滞などから米連邦準備制度理事会（FRB）や欧州中央銀行（ECB）

の早期の利下げへの転換観測が広がり、2023年年末にかけて世界の株式市場は大幅に上昇しました。2024年

１月の前半は、米国労働市場の堅調さを示す経済指標などを受けて、早期利下げ観測が後退したことなどか

ら長期金利が上昇し軟調に推移しましたが、中国の景気刺激策や欧米企業の良好な決算などを受けて上昇

に転じました。FRBやECBの早期利下げへの期待感、堅調な米国経済指標や欧州の景況感の改善、半導体関連

企業などを中心とした良好な企業決算、欧米や日本などの先進国の株価の過去最高値更新の動きなどを背

景に大幅に上昇しました。４月は、米国の消費者物価が予想を上回りFRBの早期利下げ見通しが後退、米国

長期金利の上昇や中東での戦闘激化、原油高も重しとなって４月末まで下落しました。当作成期末にかけて

は、米国雇用統計が市場予想を下回り、労働市場の需給が緩むとの見方などを受けて、FRBの早期利下げ開

始への期待が高まり上昇しました。 

・為替市場は、当作成期初の2023年11月以降は、米国のインフレ圧力鈍化などを背景にFRBの利上げ終了観測

を受けて米国長期金利が低下し円高・米ドル安の動きとなりました。その後も、FRBの利下げへの転換観測

や日本銀行の金融政策正常化の見方なども背景に、2023年年末にかけて円高・米ドル安が進行しました。

2024年１月以降は、米国の堅調な経済指標や根強いインフレ圧力と日本のインフレ率低下リスクなどを背

景に、FRBの早期利下げや日本銀行の金融緩和政策修正の観測が後退し、円安・米ドル高傾向となりました。

２月後半から３月中旬にかけては、米国の景気減速への懸念やFRBの利下げの回数や時期の見通しが分かれ、

日本銀行がマイナス金利を解除したことなどから一旦円高・米ドル安の動きとなりました。その後は、米国

雇用統計が市場予想を下回り、労働市場の需給が緩むとの見方からFRBの早期利下げ開始観測が浮上、また

日本政府・日本銀行の円買いの為替介入への警戒感などから４月末から５月初旬にかけて一時円高・米ドル

安の動きとなりました。その後は、当作成期末にかけて米国でのインフレ上振れリスクや日米金利差が意識

され円安・米ドル高が進みました。期間を通じては円安・米ドル高が進行しました。 

 

  

投資環境 
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当ファンドが主要投資対象とするピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンド受益証券への投資比率を

高位に維持してまいりました。実質組入外貨建資産については、為替ヘッジは行いませんでした。 

 

＜マザーファンドの組入状況＞ 

主として世界各国の企業からプレミアム・ブランド企業※を選別し、個別銘柄のファンダメンタルズ分析に

より成長力のあるプレミアム・ブランド企業の株式に投資してまいりました。 
※プレミアム・ブランド企業とは、流行を創造するデザインや最高品質などに基づくブランド力により、消費者に幸福感、優越感などの感情

をもたらすことができる商品・サービス（プレミアム・ブランド商品・サービス）を提供している企業を指します。（以下同じ。） 

 

◇組入上位10ヵ国    

【前作成期末】  【当作成期末】  
国名 組入比率 

 

国名 組入比率 

米国 36.2％ 米国 36.8％ 

フランス 23.2％ フランス 25.1％ 

イタリア 10.2％ イタリア 12.1％ 

スイス 9.4％ スイス 9.5％ 

英国 6.5％ 英国 5.5％ 

ドイツ 5.6％ ドイツ 4.0％ 

カナダ 5.1％ カナダ 2.9％ 

中国 2.3％ 中国 1.6％ 

－ － スペイン 0.5％ 

－ － － －  
（注） 組入比率はマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

◇組入上位10業種    

【前作成期末】  【当作成期末】  
業種名 組入比率 

 

業種名 組入比率 

耐久消費財・アパレル 38.5％ 耐久消費財・アパレル 33.4％ 

消費者サービス 16.2％ 消費者サービス 17.8％ 

食品・飲料・タバコ 11.3％ 食品・飲料・タバコ 11.1％ 

金融サービス 8.7％ 金融サービス 10.4％ 

家庭用品・パーソナル用品 7.9％ 家庭用品・パーソナル用品 8.2％ 

自動車・自動車部品 6.7％ 自動車・自動車部品 6.1％ 

ヘルスケア機器・サービス 4.0％ ヘルスケア機器・サービス 5.0％ 

テクノロジー・ハードウェアおよび機器 3.2％ テクノロジー・ハードウェアおよび機器 3.7％ 

一般消費財・サービス流通・小売り 1.9％ 一般消費財・サービス流通・小売り 1.5％ 

－ － 医薬品・バイオテクノロジー 0.7％  
（注） 組入比率はマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。業種はGICS（世界産業分類基準）の産業グループに基づき表示し

ています。 

 

  

組入状況 



品 名：90042_140020_072_03_ピクテ・プレミアム・ブランド・ファンド(３ヵ月決算型)_1014532.docx 

日 時：2024/6/19 14:44:00 

ページ：5 
 

－ 5 － 

◇組入上位10銘柄      

【前作成期末】  【当作成期末】    

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

 

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

ロレアル フランス 
パーソナルケア 

用品 
5.5％ 

アメリカン・ 

エキスプレス 
米国 消費者金融 5.4％ 

ルルレモン・ 

アスレティカ 
カナダ 

繊維・アパレル・ 

贅沢品 
5.1％ 

エシロール ルックス 

オティカ 
フランス 

ヘルスケア機器・ 

用品 
5.0％ 

VISA 米国 金融サービス 5.1％ VISA 米国 金融サービス 5.0％ 

フェラーリ イタリア 自動車 4.9％ フェラーリ イタリア 自動車 4.6％ 

ヒルトン・ワールドワイド・ 

ホールディングス 
米国 

ホテル・レストラン・ 

レジャー 
4.6％ 

ヒルトン・ワールドワイド・ 

ホールディングス 
米国 

ホテル・レストラン・ 

レジャー 
4.6％ 

フィナンシエール・ 

リシュモン 
スイス 

繊維・アパレル・ 

贅沢品 
4.2％ 

エルメス・ 

インターナショナル 
フランス 

繊維・アパレル・ 

贅沢品 
4.4％ 

LVMHモエ ヘネシー・ 

ルイ ヴィトン 
フランス 

繊維・アパレル・ 

贅沢品 
4.0％ ロレアル フランス 

パーソナルケア 

用品 
4.3％ 

リンツ＆ 

シュプルングリー 
スイス 食品 4.0％ 

リンツ＆ 

シュプルングリー 
スイス 食品 4.1％ 

エシロール ルックス 

オティカ 
フランス 

ヘルスケア機器・ 

用品 
4.0％ 

マリオット・ 

インターナショナル 
米国 

ホテル・レストラン・ 

レジャー 
4.1％ 

ナイキ 米国 
繊維・アパレル・ 

贅沢品 
3.9％ アディダス ドイツ 

繊維・アパレル・ 

贅沢品 
4.0％ 

 
（注） 組入比率はマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。業種はGICS（世界産業分類基準）の産業に基づき表示しています。 

 

当作成期末の組入上位銘柄は、 

- アメリカン・エキスプレス ：世界的に高いブランド力を誇るクレジットカード会社。世界の個人顧客と

企業向けにクレジットカードと旅行関連サービスを提供する。 

- エシロール ルックスオティカ ：アイウェアメーカー。サングラス、レンズ、およびその他のアイケア製品

を提供する。世界各地で事業を展開。 

- VISA ：クレジットカード会社。小売り電子支払ネットワーク事業とグローバルな

金融サービスを手がける。 

- フェラーリ ：レーシングカーや高級スポーツカーの設計・製造、販売を手がけるイタリ

アの超高級自動車メーカー。 

- ヒルトン・ワールドワイド・ 

ホールディングス 

：ヒルトン、コンラッドなどのブランドを有し、世界各地でホテルやリゾー

ト、タイムシェア施設を所有・運営する。 

などとなりました。 
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当作成期中の収益分配は、基準価額の水準および市況動向等を勘案して決定しました。各決算期の分配金の
計算過程につきましては、11ページをご覧ください。 

なお、収益分配にあてなかった留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本
部分と同一の運用を行います。 

 
◇分配金および分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第71期 第72期 

2023年11月11日～ 
2024年２月13日 

2024年２月14日～ 
2024年５月10日 

当期分配金 50  50  

(対基準価額比率) 0.185％ 0.179％ 

 当期の収益 50  50  

 当期の収益以外 －  －  

翌期繰越分配対象額 17,181  18,034  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 「当期の収益」および「当期の収益以外」は小数点以下を切捨てて表示しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

 

○今後の運用方針 

（１）投資環境 
足元では、米国経済の急速な減速は避けられ、世界的なインフレは落ち着くとの期待が広がってきていま

す。こうした環境下、2024年は、積極的な金融引き締めを行ってきた米国などの国々が緩和的なスタンスへと
転換する可能性があり、消費者心理が改善する可能性があると考えます。また、世界的な旅行需要は引き続き
堅調であり、中国の人々の海外旅行が本格的に再開されつつあることも、プレミアム・ブランド企業の業績に
プラス材料となると期待されます。一方、世界経済の不安定要因としてウクライナや中東情勢などの地政学リ
スクが依然として残っていることには注意が必要であると考えます。中長期的には、経済成長を背景に購買力
が高まっている中国をはじめとした新興国の消費者が、新たな顧客として増加していくと期待されます。ま
た、景気動向に左右されにくい富裕層が顧客に多く存在していることで、プレミアム・ブランド商品やサービ
スに対する需要は、今後も中長期的に持続的な拡大が期待できると考えます。プレミアム・ブランド企業は、
非常に差別化された製品やサービスを提供し、財務基盤が健全な企業が多く顧客から厚い信頼を寄せられて
います。こうしたことが、「高価格・高収益」のビジネスモデルを可能にしているものと思われます。 

 
（２）投資方針 

ピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンド受益証券への投資を通じて、主としてプレミアム・ブラン
ド企業の株式に投資してまいります。実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。
ただし、為替ヘッジが必要と判断した場合は為替ヘッジを行うことがあります。 

 
＜マザーファンド＞ 

主として世界のプレミアム・ブランド企業の株式に投資してまいります。良好な企業のファンダメンタルズ
（基礎的条件）や中長期的な成長性を考慮すると、足元のバリュエーション（投資価値評価）は魅力的な水準
であるとみています。 

ファンドの運用に際しては引き続き、消費者の「羨望の的」となるような強力で魅力的なブランド力を確立
している企業の中から銘柄を厳選して投資を行っていく方針です。特に、最高品質の製品、類い稀なるサービ
スを提供し、今日の消費市場で重要な鍵の一つであるデジタル戦略に十分取り組んでいる企業に注目してい
ます。同時に、持続的な成長が可能か、また、高い収益性が実現できるかなどについても注目しています。   

収益分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年11月11日～2024年５月10日) 

項 目 
第71期～第72期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 220  0.820  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (102)  (0.383)  ・ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、各種情報提供等、 
 基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (102)  (0.383)  ・購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド 
 の管理および事務手続等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 15)  (0.055)  ・ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.012   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
・売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  3)  (0.012)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 4   0.017   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
・有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  4)  (0.017)   

（d） そ の 他 費 用 7   0.025   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  6)  (0.022)  ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および 
 資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.001)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.002)  ・その他は、目論見書、運用報告書等法定の開示書類の作成等に要する費用その 
 他信託事務の処理等に要する諸費用 

 合 計 234   0.874    

作成期間の平均基準価額は、26,757円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料およ

び有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.70％です。 
 

  
（注） 上記の費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2023年11月11日～2024年５月10日) 

 

銘 柄 
第71期～第72期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
ピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンド 64,023 416,250 666,910 4,241,020 

 
（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○株式売買比率 (2023年11月11日～2024年５月10日) 

 

項 目 
第71期～第72期 

ピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 18,199,753千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 45,191,834千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.40   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年11月11日～2024年５月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年11月11日～2024年５月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2023年11月11日～2024年５月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2024年５月10日現在) 

 

銘 柄 
第70期末 第72期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
ピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンド 7,284,940 6,682,053 44,908,075 

 
（注） 単位未満は切り捨てています。 
 

○投資信託財産の構成 (2024年５月10日現在) 

項 目 
第72期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 
ピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンド 44,908,075 98.8 
コール・ローン等、その他 522,959 1.2 
投資信託財産総額 45,431,034 100.0 

 
（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 
（注） ピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（46,577,377千円）の投資信託財産総額

（47,108,128千円）に対する比率は98.9％です。 
（注） ピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンドにおける外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値によ

り邦貨換算したものです。なお、当作成期末における邦貨換算レートは、1米ドル=155.70円、1英ポンド=194.95円、1ユーロ=167.83円、
1スイスフラン=171.72円、1デンマーククローネ=22.49円、1オーストラリアドル=102.95円、1香港ドル=19.92円、1シンガポールド
ル=115.06円、1南アフリカランド=8.43円です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第71期末 第72期末 

2024年２月13日現在 2024年５月10日現在 

  円 円 

(A) 資産 45,652,106,313   45,431,034,180   

 コール・ローン等 512,389,725   497,528,291   

 ピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンド(評価額) 45,055,266,588   44,908,075,821   

 未収入金 84,450,000   25,430,000   

 未収利息 －   68   

(B) 負債 390,078,339   304,379,174   

 未払収益分配金 83,852,889   80,972,530   

 未払解約金 120,366,636   44,617,516   

 未払信託報酬 185,126,903   177,852,467   

 未払利息 1,530   －   

 その他未払費用 730,381   936,661   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 45,262,027,974   45,126,655,006   

 元本 16,770,577,811   16,194,506,048   

 次期繰越損益金 28,491,450,163   28,932,148,958   

(D) 受益権総口数 16,770,577,811口 16,194,506,048口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 26,989円 27,865円 
 
＜注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）＞ 

（貸借対照表関係） 
（注） 当ファンドの第71期首元本額は17,433,977,983円、第71～72期中追加設定元本額は992,304,075円、第71～72期中一部解約元本額は

2,231,776,010円です。 
（注） １口当たり純資産額は、第71期2.6989円、第72期2.7865円です。   

親投資信託残高 



品 名：90042_140020_072_03_ピクテ・プレミアム・ブランド・ファンド(３ヵ月決算型)_1014532.docx 

日 時：2024/6/19 14:44:00 

ページ：11 
 

－ 11 － 

○損益の状況 

項 目 
第71期 第72期 

2023年11月11日～ 
2024年２月13日 

2024年２月14日～ 
2024年５月10日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △        49,544   △        23,603   

 受取利息 －   2,781   

 支払利息 △        49,544   △        26,384   

(B) 有価証券売買損益 4,115,245,645   1,640,048,229   

 売買益 4,182,060,221   1,724,056,285   

 売買損 △    66,814,576   △    84,008,056   

(C) 信託報酬等 △   185,875,507   △   178,790,013   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 3,929,320,594   1,461,234,613   

(E) 前期繰越損益金 11,306,849,082   14,127,583,730   

(F) 追加信託差損益金 13,339,133,376   13,424,303,145   

 (配当等相当額) (  13,661,499,984)  (  13,696,985,265)  

 (売買損益相当額) (△   322,366,608)  (△   272,682,120)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 28,575,303,052   29,013,121,488   

(H) 収益分配金 △    83,852,889   △    80,972,530   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 28,491,450,163   28,932,148,958   

 追加信託差損益金 13,339,133,376   13,424,303,145   

 (配当等相当額) (  13,662,033,141)  (  13,698,689,236)  

 (売買損益相当額) (△   322,899,765)  (△   274,386,091)  

 分配準備積立金 15,152,316,787   15,507,845,813   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 第71期計算期間末における費用控除後の配当等収益（77,123,353円）、費用控除後の有価証券等損益額（3,404,052,762円）、信託約款に

規定する収益調整金（13,662,033,141円）および分配準備積立金（11,754,993,561円）より分配対象収益は28,898,202,817円（10,000

口当たり17,231円）であり、うち83,852,889円（10,000口当たり50円）を分配金額としております。 

（注） 第72期計算期間末における費用控除後の配当等収益（186,988,973円）、費用控除後の有価証券等損益額（1,274,245,640円）、信託約款

に規定する収益調整金（13,698,689,236円）および分配準備積立金（14,127,583,730円）より分配対象収益は29,287,507,579円（10,000

口当たり18,084円）であり、うち80,972,530円（10,000口当たり50円）を分配金額としております。 

（注） 主要投資対象であるマザーファンドにおいて、信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要する費用 

 当該費用は、ファンドに係る信託報酬のうち委託者が受ける報酬から支弁しております。 
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○分配金のお知らせ  

 第71期 第72期 

１万口当たり分配金（税込み） 50円 50円 
 
◇分配金を再投資する場合 

 お手取り分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

 

◇分配金をお支払いする場合 

 分配金のお支払いは、各決算日から起算して５営業日までに開始いたします。 

 

◇分配金は普通分配金に課税され、個人の受益者の場合、源泉徴収の税率は20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％および地方税５％）

となります。（原則として、確定申告は不要です。） 

 法人の受益者の場合、源泉徴収の税率は15.315％（所得税15％および復興特別所得税0.315％）となります。 

（注） 当作成期末現在で適用される内容であり、税制が改正された場合等は変更される場合があります。外貨建資産への投資により外国税

額控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

◇元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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